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緒『寸

近年、lfI:界的なmtl;iでスポーツのll'lj:!R化および大衆化が進

行し、スポーツと金銭の結びつきが強まるにつれて、スポー

ツ消刊行 (SportConsummer) に関する ~}f究へのI~I心が1i11 まっ

てきた。これまでスポーツii'j行者にIJ(Jする研究は、レジャー

研究やスポーツネt.会学のqlなる -1¥1:1心領域であり、それをテ

ーマとした独自の研究IiJ'it.!kが仔Aし、そのなかで体系づけら

れた研究活動が展開されてきたという訳ではない。したがっ

て本研究では、スポーツiiH't省の特性を、マーケティング研

究とii'it?行行動研究の視点より実証的に分析することをひと

つのぷみとする。 H体的には、現代社会におけるスポーツ iì~

代行の特性が、 'ti，1iの様有な官!lllfliを包活的に肥保するライフ

スタイル・アプローチ(li fe stylc approach)によって分析

される。

スポーツii'i'{'t行に|話，1-4る研究

スポ ツiM't者に限!する研究では、まず彼らの紅会化に焦

点、をあてた¥1cPherson(1972) と.そのまH型化を大リーグ野球

の!品符を仲IJにとってhったBarreLL(I980)の業績がよく知lら

れている。レジャーやレクリエーションlこ関しては、 Sande-

-rson (1985)がレジャ -ii'j貧者の消賞者としての知識・経験

の水処さがひきおこす伺勺の問題について考察し、lIoggett

とIlishop(1985)が、 iiH't者とレジャー・マーケットを過度に

It11t11したレジャー政策は、レジャーの持つ本米自由で自発的

な精神をl唱泌させてしまうとき警告を発している，また、 Boag

(1984)がレクリエーション消費者行動と状況変数の関係を分

析している。

わが11，1におけるスポーツ泊代者の研究は、ほとんど手っか

ずの状態であり、わずかに池山ら(1984)がスポーツiM?者行

動の社会心開的要f，ï;Iを実証的に分析したにすぎない。またiì~

1'1布行動研究の領減では、奥日1(I984)が第三次生活行動(家

庭や峨場をl徐く空間lでのF主活一行動)の関係を分析した。

このように、スポーツ消究者に関する研究の歴史は浅く、

その概念規定にも統ーされた見解がイ(flーする ，U~でもない。そ

こで本州究では、スポ ツii'i費者の研究を、ある時点あるい

はある!UJllllをiI!iじてのスポーツ消T望者の選択行動あるいは怠

ぶ決定のプロセスを記述し、説明しようとする試みとして定

義し、その傾減を、スポーツ・マーケット内で生起する現象

に|決定した。ここで丘うスポーツ・マーケットとは、スボ

ヴに川いられる施u童、Hl具、Jjj'¥1"あるいはスポーツ観戦、

指母、スポーツ情報といった現象が、行Jf3の物IHや無形のサ

ービス財としての価値をもち、売り手と買い手の問で交換さ

れる制度としてA:義づけられる。

研究の 1]((.)

.1>;釧)~では、現代H:会におけるスポーヴ iì'j'{'I ，v，'O)'I' から、

サンプルとして近年刀、府を見せるスポーツクラブ会引をj1Ijび

そのうイフスタイ lレH刊:を知lることにより、マーケティング

セグメンテーシヲンに1)1，1する1れ健デ タを仰ることを11的と

1る。そのために、本研究では、沙;の 2つの似説が検，¥11され

る。

(1) 11(1利 50年代になり、その数が:~，、閉したスポーツクラブ施

品数に、成長1111線をあてはめた場合、 601J:f¥liii、1".は r，戊
長期」に似i~(する。

(2) スポーツクラブの附加とともに、クラブ会il数が:~'JVlす

るが、彼らの多くは「 JIV新の~~Í"及i品位 J 11 Iこ4、される

r 1(¥新者(イノベーター)Jと f初!tJ11.孟JH将jであり、そ

のライフスタイルの特徴として流行に鋭敏である。

研究のJii)，
似説(1)にたいしては、昭和41fj二から削句二までのスポ ツ

クラフiJll.i生数の時系列データに成長ulJ線をあてはめ、昭和76

11ーまでの;J，;安仰の['d!11を行った。成長IIJI線は、 52JJfライフサ

イクル (P1. C)の概念に!慣らし代わされ、).i:'tt((.)下Il).i:'}j法

によってI，X長の段階が判定された2)

仮説 (2) については、大阪Ili内の氏IsIスポーヴクラブ会民

にたいしてliわれた、ライフスタイルにlli:lする予備，制作のデ

ータがJllいられた。予備訓径の概要は以ドにボすとうりであ

る。

①ぷ，j-f't対象.大阪r1i内のl¥¥llrlスポーツタラブ会l!(ただし成

人会民に限定)

②淵1't時WI: 昭和日 l年 9Jl~12)1

③ぷ，11空Jii.去郵送法

④イT効標本数:186 ( 1，，1収率47%)

ライフスタイルにlli:lする質問紙の作成に|期しては、スポー

ツ消費者としての人IMlの特徴をぷ寸と忠われるライフスタイ

ルや自lIiM鋭およびそれに関i'JjするJfi日を77選び、ライフスタ

イルパ肢を構成した。 liijj&のように、この，;jl.jf'iはパイロット

・テストであり、 rilM1'iJfiUには|吋じ次]t;に ，'Xlえしていると!よ1

われるJj'iIJが惚数fllil合まれている。

次に、スポ ツツラブ会l¥oWH践をHW<，寸るJ，¥.1>;i欠Jじを{Ilt:

J.r.するために、寸べてのJfiHを川いて|六I{分析をhった。な

お各Jm~ に対する答えは、「全くそう思う j から「全然そう

jぷわない J を I， hjl税とする 4 段|明代!支によって tl~"Xされている

111J11Iされた名い:JJ三には、矧似した内符をもっJfiflが;iまれて

いるが、今|司のよ借H'tは、ライフスタイルの傾向を知lることが

rJ的であり、項目の重僚はそれ問問題にはならないと判断し、

-68-



パイロット・テストの車内*を川いた。なおぷh']Jol答'"の|勾，V( '1'J:的に犯11\1 した U，.~fì 、スポ 、ソ?ラフ'は将人JtJIを総てl&k!Y1

は‘ !.d'tが63.5耳、男性が35.日で、同学年者全体のが'Jf) ;~II が に移行したことがわかる。成長期の特徴としては、，'，¥新行(

LIJ~29J~誌の"1'.紛hti に分布していた。 イノベーター)が裂品の!!高人を続けるーh、かなり多くの似

守的なiim持がそれに続いて購入を始めることが知iられてい

車占拠およびJZ??? る(KOLler.19801.スポ-''JiIHUfの場合も1.. ]様に、イノベー

(1) スポーツクラブのライフサイクル タに続き、初JWIJ~μH .fíがスポツクラブの会([になり!l{iめ.

般にスポーツクラブとは、世n成・体)Jの維持1<'Ll会を Ij的 それがスポ 吋クラフリiJJ，Jをj日"1化したと巧えられる。さの

に、ウ門指導(iが市 4 および組数のill動隊Ijを会民に縦続し に新しく it業向大 F企業が参入し、 IdJIL'îに係却なタイプの I~'句

て1M供する組目立として定義づけられる。その<13には、アスレ ，1111， (プログラム) IJ~J 7tがiiわれた車占拠、流行が11'Zの Tによ

チッククラブ、ヘルスクラブ、フィットネスクラブなどの名 って'j:.みH¥され、それが多くのがaijに敏1:主なif-¥(E'F叫hviをllin

科、をもっクラブは合まれているが、水泳だけをm将するスイ 名化したのではないかと巧えられる(出|刊、 1987) 。

ミングクラブは合まれていない。

ぷ lのH1Jl1Jにぷされた数字:は、昭和41年から61年までに開

設されたスポ 、yクラフ'の黙約数であり、それをグラフ化し

たものが[文11である。また表 lの中央に，式された数字は、実

スォ、司町、ッ?フ 7'ít..I !)j~lJI:H"立れと F川1\1"立数際のスポーツクラブIJW A 1 

d~~xの変動パターンに

ロジスティック1111線を

あてはめた坦!論的予測

似であり、昭和75年ま

でのむこ弓 15年間の予

iJllJ開設数が示されてい

る。なお阿!諭式ではス

ポーツクラブの『也J~iJ~

の 1:11Hlll[を1.800と定

めたが、これは徐々な

文献より集めたデータ

にぶつく市 nの~広的

判断による。子iJllJWを

グラフ化した伏12によ

れば‘スポーツクラブ

泊目立数は日1年度以後も

-AとしたMJJIIを凡せ、

そUi傾向はl問和170年頃

までt:)~じく。そして 70 fl'

を変 I!lJ点とし、そのl戊 l~は rf必然!明Jに移行することがわか

11'-1主 H14IlーAチb7t77 nよ1AるF4F4dllliiJ!H命ぷ事{4で1 ム
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(2) スポーツil'l，!'l者のライフスタイル

「ライフスタイルjという概念は、 ζれまで、 1111係な定義

つけのないまま、人々のti，f;級式、 ijpゾl}t1<式、 Jよ1J号線式など

の，文化的・ ~I 会的・ 1長卜tl 的1.~~1てをあらわ廿ために 111 いられて

きたものである。しかしながら、近町、'I'.i，fjの'i'lのII¥j:!ilがII¥j

われるなか、 ii'it'U'iの沼;識や'j:活態度がili.mされるようにな

り、 '1:泊の様々な側面を包泊的にf巴併することができるライ

フスタイルの概念が、多くの研究.fiの111，1心を集めるようにな

ってきた。 Jt:I刻(1975)は、ライフスタイル研究への関心の正:j

まりとして、 (1) 'fj首の質的I<'J1の迫求、 (2) 人々の欲求桃

iti、'[jljぷ議、fIIIill{j鋭、午活情造の変化、 (3) I行n文化」

のid市と鋭、大といった 3 つの ~I::会 IY~変化を I'l.lげており、さら

にii'ifl行行動研究における (4)包抗的な消nffldリ'Jpj!日命の必

要性や、 (5) 人LJ学的変数と所ft}水司1:を車f，びつける媒介変数

としての機能のほか、 (6)マーケテイングli}f)';:におけるけi財布11

分化のイ I~'JJな分知人刊1，としてのイl 企)}↑'j:下を強，j，\1 している。

本研究では、このようなライフスタイルMt究の肝移をふま

え、'<116的なスポーツ ii'ít'U'i.1命の催、'パこ必吸!な J，~舵データを

似るため、ぷ11'1'を実施した。さらに、 iドjjAのよ今にスポーツ

iM空汚にかかわるfj・tlJは、スポーッ，マーケット内でつ:起す

る現象の一部として従えられた。そのため、本研究では、そ

の成'-+!を経常的戦時に結びつけようとする実践的関心が'Jili，UM

される。

};.2は77のライフスタイル項目に対する、 1"1子分析の車i;'-+!

であるの J更に 11~された Jfil~ は、|人I(flf;;i r t1がすべて.50以上

のものであり、 5つの|大!(がボされている。その'1'でも:Ji[

1"1 (-の|占l{d'lがひじように大きく (2l.21)、五リネも44.7%と
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1::'いjl!iを司、していることがわかった.品Iltilされた[*1子は全体 いうスポーツクラブ会員の特徴があらわれている。そこで第

でfTz汁19i1<1-{-であるが、本研究では[占l有偵が2以上を示す、 1Ij}:1T-は「流行;t.IL'lJと名付けることができょう。

5つのいInこついて検討を試みた。第 11*1-(-を合む5つの附 第III仏.1r.は、先の 2つの11<1子と少し兇なり、 49・今の[1トの

子は、全分散の約70%を示し、スポーツクラブ会員のうイフ 中て、本当の幸福を見つけ出すことは不可能だ、 51・臼分のやり

スタイルの構造をかなり良く説明していると考えられる。 たいことがほとんどできなくてつまらない、 46・牛きているの

ぷ2:スポーツ柑椅の構造分析 は{吋となくむなしい、 48・jtijをやっ

国 ナ

サイワス'1イル'11¥1 1¥ 11¥ ¥v V 

1;111 j;II:!，}j¥:'"J，，;1、 ・'{':l出 Illn~~、私~:Jることは人υlた

~Jω'11ベJ川、ヴ11他民会f1.W旭川ぺ.t fJ:1i池山う

日 スポーヴ11民れた何1I$'iをスカゥとさせる

4 t1 1 1J 1J)")t".f"/lnllJ、 !:t 必-1'スホーヴヘ，:'U1・味ことを.4"~

'" 1 JIIf 
H Itli州代・スポー吋I.Lf'I~mっくりや析しい人と IJl:I:~:い仰II.lを世lR-f6

;:， Ij'N，UII'>l.1にlら(，く-(UI:，〆.fCい

5~ 1 i向的臥み過さ¥1身体I:::H':いと思う

口 スポ 、、r(-、tλな1.l1l<づくりに励んでいる

日 I"~'千!:t岨'1.1"1迫くないと出う

!iX 1 fWlktねたI/)Vl刷版を充分にとるようにしτいる
~5 11 1 1いもω~:tl仙、IIH-fっと xけS院が'N詰ってきたとい .øl l"...lさがあるωだから.できるだけ減そうと 4 るおだ

日 [也Uv，ためJ~'IHこ主流「けてむ、る

'411，，11~ ，'1 なら'レ々山;，';-nをしてもIJI(.(JJr刊になりたい

~ï 1 uki fをとり人üるυ)!:t~Ll 、

3'111分企 M~'~ る rJ~としτ ， 7γ ヴシ t ンを中似事る

~)~I I -， γ叩シ』ンQ>ためにh、'-16t.i世九司I.jllllはmしくない

3tili，t:tij'をと勺へれることによってWi<η例刊をずmできる

.11 li/.tidこついてυ>..~'hや」にI~~(.'、がある

421!11誌はほとんどQ)l品合，i似Iのものをはう

19 附似ヰミ身!\'キは満州"を~Iこっ付る

同 v油、J

49 今町Ilt町中で本当の'1"令官を見つけ出すこと!;;J:..f'llJ能だ

511 i'J分のやりたいことカ司王とんどできなくて~ljljが「まら守む、

461'1 きTいる(/)~iflltとな〈むなしい

4S 1 fooI1:ベ:..，-(も~，まくむ、かなも、こと均'1'-ぃ

"111うrを "'N~ る 11'，として、ワアヴシ uを・1'1)1する

:'.iI，!'i.fJなとり八れる山1:I'¥'oしい

:1.llih;O'Cむ11'11'(ちゃっ :1:'，1 と.と J と /v:~J.y II L. '(flll と 1)';[- 1{こ 4 る !ir.己

5，11，'，出がどうなるかわからなくても.やり射帥たことは以後まで取り組む

11111'1勺l:tへ kりも(t，})がある.....!，I.~ コ

]; II'f)}は人よりもjf1I1JfKUJか，:抗、と思う

!ti 1 1I汁は人kりも町~，.であると山ぺ

第 llAJfは、 60・i.iliojiJJやスポーツを規則的に続けることは

大切だ、 57・iili!fiJJやスポーツは促成維持に欠かせないと思う

53・スポーツは波れた神経をスカッとさせる、 40・月のうち

何回かは必ずスポーツや瞳昨年ごとをする、といった項目や59

• 1内の飲み過ぎは身体に:H.\いと!~}.う、も2・喫煙は健!ぷによく

ないと辺、う、68・世Wiのための睡眠を充分にとるようにしてい

る等の促L誌に関する項目にウエイトが高くなっており、この

休I(ーは「他山本lilJJ と名付けられた。第 l因子に閲しては、

ある何度予測された結梨であり、スポーツクラフ会員の健康

に対するが'i1白jきの姿勢が如実に示されているといえよう。

第日除lヂは、 37・流行を取り入れるのは楽しい、 38・自分を

，&JJJ.iる手段としてファッションを'll視する、 55・ファッシ

オンのためにかけるお金や時IIlJは惜しくない、 36・流行を取り

入れることによって自分の個性を発仰できる、41・流行につい

ての記事や請に関心がある、 42・服装はほとんどの場合、流行

のものをHうて干の流行への強い関心と、銘柄品にこだわると

てもうまくいかないことが多い、

といったIl常生活に対するネガテ

ィフ'な，t;勢を7JえすJ[jn 0) fl1:;iが高

くなっている o これは、泌を返せ

ば11常生活におけるイ、織を解消し、

m倒的な姿勢、あるいはj制限感を

~ïnbi しようとしてスポーツクラブ仰

を，fIJJIJする会IIの安勢のあらわれ

と与えることができょう d さらに、

38・fJ分を表現する F段としてフ

ァッションをiF相tする、 37'ifith 

を取り入れるのは楽しいの 2J[!日

からは、 n分のネガティブな部分

を流行やファションのill求によっ

て ~11ìおうとし、その機能をスポー

ツウラブに求めるスポーッ iì~代行

像が浮かんでくる。よって、第111

凶子は、 u常生活で!日長じる保々な

不足をスポーヴクラブでfllifnしよ

うとするスポーヴmnnの特徴を

示す[;k]子として「アンニュイ・代

f{tJというr，H;をJIIいた。

第lVIJ<1子の解釈は比較的容易て、

34・遊びでも11:事でもやり rHすと

とことん熱'1>して何とかモノにす

るほうだ、 52・結果がとうなるか

わからなくてもやり始めたことは

故後までi収り組む、の 2JtH1のほ

か、ぶにはボされていないが、 40

以ー i の両いl材 -H!f~fl誌をもっJ[!U

として、 31・J!lができたり、 Jよlい

ついたりしたことはすぐ実行し始

める )jだ、 54・少しl!¥¥JlUf:こと忠われる仇のけ僚をたててガンバ

ルhだ、 74・I'.!分は怠ぷが強い、どちらかといえば攻幣{内な

判絡の持ち主だ等の、矧似した内容をもっJ[jl~ があり、物'/í

をi主!点しようとする偵倒的な袋勢を読み取るごとができる。

それゆえ第lV附子は「達成志向Jと名付けられた。

以後の第 V[.ぺ子では、 10、17、16とn分は人よりも休}j、運

動能)]、健wの而で優れていると信じるスポーヴクラブ会L-l

の rl伝の粍!支がうかがえる。これはJ~!lEのスポーツフラブ会

員が、すでに健IJ~であり、 mt!iの人守よりも巡動能}j、体力

のl削で勝っていると信じる rn己硲伝Jのあらわれといえよ

う。

以t::~つの仏rrがスポ ツクラフー会民の特性を，~rJXß -4一るぷ
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-ILf 日 3叩rWli叩，\bst.ra，山 i~l';;mldonal 45 (2-A) :621. 1984 
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池RI州、 J~槻一.境鍔ff{郎~n~*~.~抑「スポーツiflrlli蜘別会以甲
的強1m リ;(~}~:ä大手3・r部P'I:K:T33・ 145. 1985 

IH~1利明、，'im!1 昭、付出Ð{!i古編若「ライフスタイJ~怨説、j ダイヤモンド
if.: 'p.28iCI975 

KoL 11!r. P. "¥tark.ρting ¥l四唱団ImI."Pr叩 tia-lIall.Ino. 1980仲間止悠他JUマ
ーケチ fンクマネージメントJプレジヂント川、 l開3)

Hoge円 1'. ~ 胡 dSh"，叩kor.r.1・・心淵munl四 tion01' innoval.ions:il cro宇sl，
1 Lurai ;唄P.f，?ilC.h"Yr.I:-'f.‘ j1ress.-T9fl".(. i哩f，YiLU\~i，v{、 fイノベーンリノ

』史学.-¥1町長業能軒大j.of:IB版部、 198il
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本次jじとして析出されたが、その結mは似回見のIFしさを説明

するものであり、旅行に鋭敏であるスポーツクラブ会民の特

性が実証的に明かにされた。さらにこの事実は、スポーツク

ラブが新しい尚品として成長期にあり、その普及が流行に敏

感であるイノベータ一、あるいは初期採用者としてのスポー

ツiM'l者の(会員権)の購買を喚起した事実を袋づけている

と巧えられる。

まとめ

本研究では、 .fQtleスポーツマーケット I々で急成長を遂げて

いるスポーツクラブに焦点をあて、その持及i位f'，~にiWする

ことによって、スポーツクラブ会員のライフスタイルの特性

に実証的な考察を加えた。その結果、スポーツクラブの普及

過舵は成長期にあり、イノベーターと初JtJJI采用者がスポーツ

クラブに入会しているのではないかとの予測がなされた。イ

ノベーターの特徴は、 iì~資書調室で用いられるいわゆる「向

感度人間Jに他ならず、視覚、総覚、味覚などの感覚が鋭敏

な人1mとして定義づけられる。そしてこのような各種の感覚

に秀でたr~j!副主人間は、 「今後、何が流行するか」を予感で

きる人悶と考えられている。

次にスポーツクラブ会員の特刊がライフスタイルの観点か

ら分析され、(1)健康志向、 (2)流行志向、 (3)アンニェイ・代

償 (4)述成J志向、 (5)自己確信の4つの因子が析出された。そ

の結巣、第 lの健康志向は当然の結果としても、第 H・第1II

[人H-に流行と人生に対する虚無!容をファッションとしてのス

ポーツで代償しようとする、 JJurのスポーツクラブ会はの特

性があらわれたことは注目寸べきであろう。今後は、ライフ

スタイルJiiFJを幣即し、より洗練された謝1"i.川紙を作成する

ことと、調査対象をスポーツクラブの特色や立地条件を加味

して砿大し、結果に一般性を持たせるととが研究の課題とな

る。

[it.J 

1)11';新の持法過1'1，とは、ロジャーズ(1柏駅rsE. ~.)によって槌閉された欧字
引もり 婦でい尚;~~'.fiilfi場，:*'1介されそれが徐々にF以していく過殺事
会iMO¥l1あv;微から従えた与えである{ド闘参i!(i.>: 

革新の嘗車過程

進渇者草輯者
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21:，~，'，l，ライフサイクルvn;，曲9) 7，ポーツ経常への応用と各段階のí.t件的下f京刀法
については.似Ii I;i，，~f.IIl:H!l:Jl rスポーヴ経惜へのライ7サイクルPI!:j曲の
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